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デュアルドップラーライダーとヘリコプターにより観測された風速場の比較

Comparison of Dual-Doppler lidar measurements of wind with helicopter measurements
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仙台空港における海風の 3次元風速場を詳細に把握することを主な目的として 2007年 6月 18日と 19日に情報通信研
究機構（NICT）と電子航法研究所（ENRI）の 2台のドップラーライダーによるデュアルドップラーライダー観測と、宇
宙航空研究開発機構（JAXA）の実験用ヘリコプターによる観測を実施した。

NICTライダーでは 10種類の仰角のSPPI (Sector-PPI)スキャン、ENRIライダーでは 10種類の仰角のCAPPI (Constant-
Altitude PPI)スキャンを行い、12分間隔での 3次元風速場が得られた。JAXA ヘリコプターは機体前方に 3次元超音波
風速計が設置されており、B滑走路上の高度 50m、100m、150mの風速場を繰り返し計測した。

3次元変分法を利用してデュアルドップラーライダー観測データから 3次元風速場を求め、ヘリコプター観測データと
の比較を行った。水平風に関しては概ねよい一致を示したが、鉛直流の誤差が大きい。現在、解析アルゴリズムの改良
を行っている。講演では改良した解析アルゴリズムで得られた 3次元風速場とヘリコプター観測データとの比較につい
て報告する。


